
2025年6月10日（火曜日）	 医学界新聞 第3574号　　（3）

●おおば・ひかる氏
弘前大学大学院保健学研
究科心理支援科学専攻教
授。公認心理師，臨床心
理士，日本老年精神医学
会認定上級専門心理士。
博士（人間科学）。専門
は老年臨床心理学。日本
老年行動科学会理事，日本老年臨床心理学会
評議員，日本臨床心理士会高齢者福祉委員会
委員などを務める。主著に『心理学のプロが
教える――認知症の人のホントの気持ちとか
かわり方」（中央法規出版）。　耳が遠い人には声が届くよう大きめ

の声で話すように，通常のコミュニ
ケーションの中でも何かしらの配慮が
行われていることは少なくない。しか
し，エルダースピークは「行き過ぎた」
配慮という点で，通常のコミュニケー
ションにおける配慮とは区別される。

ケアに対する拒否的な行動を
出現しやすくする

　エルダースピークがケアに及ぼす影
響については，米国カンザス大学の
Williamsらの研究グループが精力的に
知見を積み重ねている。彼女らの研究
から，エルダースピークは特に認知症
の人に対して用いられた場合にネガテ
ィブな影響を及ぼすことが明らかにな
っている。例えば，Williamsらは 20人
の認知症の人と 52人の看護職とによる
80回のケアのやり取りを分析し，認
知機能障害が強いほどエルダースピー
クが使用されやすいことを示した 2）。
また，通常のコミュニケーションによ
るやり取りに比べて，エルダースピー
クの使用は職員をつかんだり叩いたり
するなどのケアに対する拒否的な行動
をおよそ 2倍出現させやすくするこ
と，エルダースピークは認知症の人が
拒否的もしくは協力的といった様子を
示している時よりも，特定の行動をし
ていない通常のやり取りの際に生じや
すいことを明らかにした。
　また，16人の認知症の人と 53人の
看護職により行われた，11時間近く
に及ぶ 88回のやり取りを分析した
Shawらの研究では，エルダースピー
クは総記録時間の 11.7％（range＝
0.0～57.4％）で用いられており，やり
取りのうち 43回（48.9％）はケアに
対する拒否的な行動を示していた 3）。
この研究ではエルダースピークとケア
に対する拒否的な行動の関連も解析し
ており，エルダースピークを 10％減
少させると拒否的な行動が 77％減少
することが示された。さらには，疼痛

がある認知症の人へのエルダースピー
クの使用は，ケアに対する拒否的な行
動をより強めていた。
　これらの研究結果は，配慮のつもり
で行っているコミュニケーションの工
夫が，実際には認知症の人とのやり取
りにおいて悪影響を及ぼしているこ
と，エルダースピークの改善がより良
い認知症ケアの実践に不可欠であるこ
とを示している。

自身のコミュニケーションを 
振り返ってみる

　エルダースピークの厄介な点は，定
義にもあるように「配慮」として行わ
れていることにある。つまり，エルダー
スピークは「善かれと思って」用いら
れているのである。背景には高齢者に
対する差別や偏見であるエイジズム，
すなわち「高齢者は能力が衰えている，
誰かの助けがないと暮らしていけない
だろう」といったネガティブな認識が
あると考えられている。しかし，エル
ダースピークを用いている当の本人は
自身が抱いているエイジズムに気づい
ていないため，エルダースピークは「善
意あるエイジズム（Benevolent age-
ism）」と皮肉的に呼ばれることもある。
この厄介なエルダースピークを改善す
るにはどうすればよいのだろうか。
　幸いにも，エルダースピークは自身の
コミュニケーションを振り返ることで
比較的容易に気づくことができる 4）。
例えば，コミュニケーションをとる上
で，相手が認知症の人の場合と，家族
や友人，同僚などの場合で話し方が変
わっているようであれば，エルダース
ピークを使用している可能性がある。
認知症の人と 2人だけで話している場
合と，上司や同僚，家族介護者に会話
を聞かれている状況で話し方が異なる
場合には，エルダースピークの可能性
が高いだろう。少なくとも，高齢者と
のコミュニケーションの中で何かしら
の配慮を行っている時にはエルダース
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ピークになっていないかを省みること
が大切である。エルダースピークの背
後にあるエイジズムが年齢に基づいて
生じる以上，年を取れば誰もがエイジ
ズムを向ける側から向けられる側にな
る。いつか自身が当事者となった時に，
どのようなコミュニケーションを望む
のかを想像してみるのも良いかもしれ
ない。

加齢のポジティブな 
側面を知る

　臨床現場で働く専門職は何かしらの
疾患を抱えた人とかかわっている。こ
のような状況の中では，病気がちで，
弱々しいといったネガティブな高齢者
像を強めるばかりでエイジズムを改め
る機会が乏しい可能性がある。エル
ダースピークを減らすには，臨床現場
における教育研修機会の確保だけでな
く，専門職教育の課程において加齢に
おける身体的・心理的・社会的変化に
ついて学ぶ機会や，地域で暮らす元気
な高齢者と接する機会を増やし加齢の
ポジティブな側面について理解を深め
る，といった長期的視野に基づく対策
も必要であろう。
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高齢者に対する不適切な 
コミュニケーション法

　私たちは日常の中で特段意識するこ
となく他者とコミュニケーションを行
っているが，会話をするには実は高度
な認知機能の活用が求められる。相手
の声に意識を向ける必要があり（注
意），話の内容を覚える必要もある（記
憶）。言葉の背後にある相手の感情を
推測することも求められ（社会的認
知），相手の話を聞きながら適切な応
答を考えなくてはならない（遂行機能）。
　加齢や認知症により認知機能が低下
すると，他者と意思疎通がうまくいか
なくなることが増える。そうした状況
にある高齢者に対して，子どもに接す
るような態度で会話をしている人をし
ばしば見かけることがある。それは家
族介護者のような一般の人のみなら
ず，専門職であっても，である。この
ような高齢者に対する不適切なコミュ
ニケーション法の一つとしてエルダー
スピーク（Elderspeak）が知られている。
本稿ではエルダースピークとは何か，
臨床における問題点およびその対策に
ついて紹介する。

「行き過ぎた配慮」である 
エルダースピーク

　エルダースピークは以下のように定
義される。
高齢者に対して用いられるコミュニ
ケーション上の過剰な配慮の一種であ
り，次の特徴がある。子どもに用いる
ような不適切な語彙の選択や誇張され
たプロソディが明らかである。潜在的
な年齢差別的なステレオタイプに起因
する。ケアの表現やコントロールの行
使，理解の促進を目標に行われる。高
齢者においてはネガティブな自己認識
を，認知症の人においてはチャレンジ
ング行動（註）を引き起こす可能性が
ある 1）。

註：認知症の人が直面している困難を解決し
ようと試みている行動のことを指す。例えば，
ケアへの拒否や帰宅願望はケアする側にとっ
ては困る行動であるが，認知症の人の視点に
立てば不快感や孤独感を和らげるために行っ
ていると考えることができる。
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